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沿
岸
・
小
型
重
視
は
国
際
的
な
流
れ

改
定
漁
業
法
の
実
施
を
延
期
し

漁
業
者
の
声
で
見
直
し
を

　

漁
業
・
水
産
業
は
、
周
辺
を
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
に
と
っ
て
基
幹
産
業
で
す
。
な
か
で

も
漁
業
経
営
の
90
％
を
占
め
る
沿
岸
・
小
型

漁
業
は
、
多
様
な
漁
法
と
さ
ま
ざ
ま
な
魚
介

類
を
漁
獲
・
養
殖
し
、
豊
か
な
食
文
化
と
地

域
社
会
を
支
え
て
い
ま
す
。
干
潟
・
藻
場
・

砂
浜
の
保
全
、国
境
の
監
視
、海
洋
ご
み
の
除

去
、海
難
救
助
な
ど
、国
土
・
環
境
を
守
っ
て

き
た
の
も
沿
岸
漁
民
で
す
。

　

こ
の
役
割
は
、
地
域
に
多
く
の
漁
業
者
が

暮
ら
し
、漁
業
を
営
み
、共
同
で
漁
場
を
管
理

し
て
こ
そ
発
揮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
沿
岸
・
小

型
漁
業
を
企
業
参
入
の
邪
魔
も
の
扱
い
し
、

も
う
か
り
そ
う
な
漁
場
・
養
殖
な
ど
に
企
業

が
入
り
や
す
く
し
た
の
が
昨
年
、
安
倍
政
権

が
強
行
し
た
漁
業
法
の
改
定
（
改
悪
）で
す
。

　

国
連
は
、
今
年
か
ら
10
年
間
を
「
家
族
農

業
の
10
年
」と
し
て
、
農
林
業
だ
け
で
な
く

家
族
経
営
で
営
ま
れ
る
漁
業
を
振
興
・
発
展

さ
せ
る
政
策
を
各
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
）の
「
責

任
あ
る
漁
業
の
た
め
の
行
動
規
範
」は
、
漁

獲
規
制
に
は
「
生
存
漁
業
、
小
規
模
漁
業
及

び
沿
岸
漁
業
の
小
規
模
漁
業
者
の
利
益
を
考

慮
」す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
沿
岸
漁

業
重
視
は
国
際
的
に
も
大
き
な
流
れ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

改
定
漁
業
法
は
、
漁
協
・
地
元
漁
業
者
に

優
先
的
に
与
え
て
き
た
漁
業
権
の
制
度
を
廃

止
し
、
漁
民
の
意
見
を
反
映
す
る
漁
業
調
整

委
員
の
公
選
制
を
廃
止
し
ま
し
た
。
資
源
管

理
に
対
す
る
国
と
都
道
府
県
の
権
限
を
つ
よ

め
、漁
業
権
を
売
買
で
き
る
よ
う
に
し
、参
入

す
る
企
業
を
優
遇
す
る
仕
組
み
を
と
り
い
れ

る
な
ど
で
、
多
く
の
沿
岸
漁
業
者
の
不
安
を

広
げ
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
の
意
見
を
聞
か
ず
納
得
も
な
い
ま

ま
強
行
し
た
新
漁
業
法
は
、
漁
業
者
の
意
見

を
入
れ
て
見
直
す
べ
き
で
あ
り
、
施
行
を
中

止
す
べ
き
で
す
。

●資源管理は漁民の参加と納得のも
とに行うようにする

●豊漁時の調整保管、減収時の所得補
償などで魚価と経営の安定をはかる

●セーフネット制度の充実、軽油減免の
恒久化などで経費をおさえる

●若者の就業支援制度を国の制度とし
て充実させる

●辺野古の米軍基地建設をはじめ漁
場、海岸、湾をこわす開発を規制する

●地域の条件にあった水産加工、流通
を一体で振興する

●国際機関との協調を図り、経済主権
を守る水産外交をすすめる

漁業・漁村の振興は
沿岸・中小漁業の発展でこそ

藻
場
・
干
潟
・
砂
浜
の
保
全
、

海
洋
ご
み
の
撤
去
、有
害
生
物
駆
除
、

海
難
・
災
害
救
助
も

沿
岸
漁
民

資源を守り
漁業・水産業を

持続的に発展させる



　

沿
岸
漁
業
者
か
ら
、
資
源
の
減
少
や
資
源
管
理
に
お
け
る
不
公
平
な

配
分
、
漁
場
環
境
の
悪
化
な
ど
で
経
営
が
大
き
な
困
難
に
直
面
し
て
い

る
と
い
う
切
実
な
声
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
は
、
こ
の
声
に
こ
た
え
て
、
6
月
17
日
、
政

府
に
「
沿
岸
漁
業
の
困
難
を
打
開
す
る
た
め
の
申
し
入
れ
」を
行
い
ま
し

た
。
要
請
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
の
改
善
─
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
規
制
に
当
た
っ
て
は
、
小
規
模
・
沿
岸
漁
業
に
配
慮

し
た
施
策
を
行
う
こ
と
。
沿
岸
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
漁
業
者
が
生
活
で
き
る
よ
う
、
小
規
模
・
沿
岸
漁
業
者
の
漁

獲
枠
を
大
幅
に
確
保
す
る
こ
と
。
魚
が
来
遊
し
な
け
れ
ば
漁
獲
で
き
な
い
沿
岸
漁
業
の
特
性
を
考
慮
し
て
、

柔
軟
な
管
理
方
式
を
検
討
す
る
こ
と
。
漁
業
共
済
に
加
入
し
て
な
い
人
も
含
め
、
抜
本
的
な
所
得
補
償
対
策

を
行
う
こ
と
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
以
外
の
漁
業
で
も
、
マ
グ
ロ
が
か
か
る
と
漁
具
を
切
っ
た
り
し
て
放
流
す
る
こ

と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
コ
ス
ト
も
補
償
す
る
こ
と
。

●
大
規
模
漁
業
の
規
制
─
漁
獲
規
制
を
行
う
場
合
は
、
資
源
に
対
す
る
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き
な
大
規
模
漁
業
か
ら

規
制
す
る
こ
と
。
特
に
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
大
量
漁
獲
に
よ
り
価
格
の
暴
落
を
招
き
、
沿
岸
の
漁
業
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
主
導
で
制
限
す
る
こ
と
。
日
本
海
で
の
大
中
ま
き
網
漁
業
に
よ
る
産
卵
期
ク
ロ

マ
グ
ロ
の
漁
獲
規
制
を
行
う
こ
と
。

●
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
の
保
護
─
ス
ル
メ
イ
カ
の
資
源
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
も
と
で
、
大
中
ま
き
網
・
沖

合
底
引
き
な
ど
の
漁
業
が
強
い
漁
獲
圧
力
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
の
行
っ
て
い
る
規
制
は
漁
獲
を
制
限
す
る

も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
規
制
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
。
少
な
く
な
っ
た
資
源
を
獲
り
尽
く
す
よ
う
な
操

業
は
た
だ
ち
に
規
制
す
る
こ
と
。

●
沿
岸
カ
ツ
オ
漁
業
の
存
続
─
沿
岸
カ
ツ
オ
釣
り
・
ひ
き
縄
漁
業
の
存
続
の
た
め
、
熱
帯
域
で
の
大
規
模
ま
き

網
を
規
制
す
る
こ
と
。
国
際
会
議
（
W
C
P
F
C
）
で
熱
帯
域
で
の
漁
獲
規
制
を
求
め
る
こ
と
。
日
本
の
ダ

シ
・
つ
ゆ
メ
ー
カ
ー
に
対
し
、
極
小
カ
ツ
オ
の
輸
入
を
自
粛
す
る
よ
う
強
く
指
導
す
る
こ
と
。

●
違
法
操
業
の
取
り
締
ま
り
─
沿
岸
漁
業
者
の
操
業
を
脅
か
す
違
法
操
業
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
こ
と
。

●
沿
岸
漁
業
振
興
を
柱
に
─
小
規
模
・
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
漁
業
政
策
の
中
心
的
な
柱
に
据
え
、
経
営
安
定
を

は
か
る
た
め
所
得
安
定
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
特
に
、
現
状
の
漁
業
共
済
・
漁
業
収
入
安
定
対
策
で
カ
バ
ー

さ
れ
な
い
漁
業
者
・
継
続
減
収
分
に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
上
乗
せ
の
支
援
措
置
を
行
う
こ
と
。
漁
業
政
策
を

決
め
る
会
議
（
水
産
政
策
審
議
会
）
に
小
規
模
・
沿
岸
漁
業
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
。
漁
獲
枠
・
漁
獲

割
り
当
て
を
設
け
る
際
、
漁
業
者
自
身
が
配
分
を
決
定
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。

●
新
漁
業
法
の
見
直
し
─
漁
業
法
改
悪
の
発
端
と
な
っ
た
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
規
制
緩

和
の
提
案
を
め
ぐ
り
、
会
議
の
存
在
自
体
が
隠
ぺ
い
さ
れ
て
い
た
。
議
事
録
な
ど
、
す
べ
て
の
経
過
を
公
開

す
る
こ
と
。
改
定
漁
業
法
は
、
そ
の
施
行
を
凍
結
し
、
漁
業
者
や
漁
協
の
意
見
、
要
望
を
聞
き
、
抜
本
的
に

見
直
す
こ
と
。

小
型
・
沿
岸
漁
業
者
が
安
心
し
て

操
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

日
本
共
産
党

国
会
議
員
団
が

緊
急
申
し
入
れ

要 請 項 目


